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前
期
に
引
き
続
い
て
布
教
部
長
に
任
命
頂
き
、
微
力
な
が

ら
も
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
い
て
精
一
杯
つ
と
め
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
私
は
、
健
康
の
有
難
み
と
か
し
も
の
か
り

も
の
の
尊
さ
を
深
く
感
じ
る
体
験
を
い
た
し
ま
し
た
。
実

は
、
正
月
早
々
胆
嚢
の
手
術
を
し
た
の
で
す
。
昨
年
10
月
25

日
、
腹
部
が
突
然
激
痛
に
襲
わ
れ
、
憩
の
家
に
運
ば
れ
ま
し

た
。
胆
嚢
の
胆
石
が
原
因
で
あ
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の

胆
石
は
、
石
が
動
く
と
痛
く
な
り
、
石
が
落
ち
着
く
と
痛
み

が
嘘
の
よ
う
に
な
く
な
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は

逆
で
、
石
が
胆
管
に
は
ま
っ
て
動
か
な
く
な
る
と
痛
み
、
胆

管
か
ら
は
ず
れ
て
動
き
出
す
と
痛
み
が
な
く
な
る
の
だ
そ
う

で
す
。
一
関
に
戻
っ
て
か
ら
医
師
と
相
談
の
上
、
翌
年
１
月

に
「
腹
腔
鏡
下
胆
の
う
摘
出
術
」
と
な
っ
た
訳
で
す
。

　

手
術
が
終
わ
っ
て
病
室
に
戻
っ
て
き
た
私
の
姿
は
、
誰
が

見
て
も
重
病
人
で
し
た
。
鼻
に
は
酸
素
マ
ス
ク
、
左
腕
に
は

点
滴
、
右
手
に
は
酸
素
濃
度
感
知
機
、
上
体
に
は
心
電
図
、

導
尿
カ
テ
ー
テ
ル
、
足
に
は
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
を

防
ぐ
機
器
と
、
身
動
き
が
出
来
な
い
ほ
ど
の
物
が
つ
け
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
笑
い
話
で
す
が
、
朝
方
腰
が
痛
く
な
っ
た

の
で
寝
返
り
し
た
と
こ
ろ
、
心
電
図
の
吸
盤
が
は
が
れ
、
感

２
日　

主
事
会
（
９
時
）

　
　
　

役
員
会
議
（
10
時
）

５
日　

少
年
会
例
会
（
16
時
）

10
日　

教
区
報
編
集
会
議
（
18
時
）

　
　
　

第
40
回
夏
の
勉
強
会
（
〜
12
日
）

17
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
30
分
）

　
　
　

青
年
会
例
会
（
18
時
）

18
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

23
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会
（
19
時
）

９
月
１
日　

婦
人
会
「
会
員
決
起
の
集
い
」

（
13
時　

於
教
務
支
庁
）

　

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ
・
ラ

マ
法
王
14
世
は
多
く
の
困
難
を
克
服
し
な
が
ら

も
、
民
族
、
国
家
、
宗
教
を
超
え
て
、
非
暴
力

で
世
界
平
和
の
為
に
活
躍
し
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
。
世
界
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る

宗
教
者
の
一
人
で
あ
る
。
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
又
、

遺
伝
子
工
学
（
生
命
科
学
）
の
世
界
的
権
威
村

上
和
雄
氏
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
・
天
理
教

典の
り
の
ひ日

分
教
会
よ
う
ぼ
く
）
と
５
回
に
わ
た
り
公

の
場
で
対
談
、
講
演
を
続
け
、
宗
教
と
科
学
と

が
調
和
し
、
大
自
然
の
恵
み
に
感
謝
し
て
生
き

る
宗
教
的
な
心
が
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
必
要

に
な
る
と
い
う
認
識
を
深
め
て
い
る
。

　

お
二
人
の
第
１
回
の
講
演
と
対
話
は
２
０
０

３
年
東
京
・
国
技
館
で
開
催
さ
れ
、
２
日
間
で

１
万
人
が
参
集
、
多
く
の
聴
衆
が
感
銘
を
受

け
た
と
言
う
。
そ
の
後
も
法
王
は
度
々
来
日
し
、

村
上
先
生
を
初
め
多
く
の
人
と
交
流
を
続
け
て

い
る
。

　

チ
ベ
ッ
ト
と
い
え
ば
、
岩
手
・
花
巻
と
も
関

わ
り
あ
る
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
研
究
者
・
多
田
等と

う
か
ん観

を
語
ら
ず
に
お
れ
な
い
。

　

等
観
は
明
治
23
年
秋
田
市
の
浄
土
真
宗
本
願

寺
派
弘
誓
山
西
船
寺
の
３
男
と
し
て
誕
生
。
学

業
を
終
え
、
京
都
へ
上
り
、
西
本
願
寺
宗
主
大

谷
光こ

う
ず
い瑞

の
意
向
に
よ
り
、
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王

13
世
が
日
本
に
派
遣
し
た
チ
ベ
ッ
ト
の
留
学

生
ら
の
世
話
役
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
１
年
間
チ

ベ
ッ
ト
僧
と
寝
食
を
共
に
し
、
や
が
て
明
治
45

年
、
留
学
生
ら
が
帰
還
す
る
に
あ
た
り
、
等
観

も
彼
ら
に
付
き
添
い
チ
ベ
ッ
ト
に
渡
る
事
に

な
る
。
当
時
チ
ベ
ッ
ト
入
国
は
艱
難
辛
苦
を

伴
っ
た
が
、
辛か

ら

く
も
潜
入
を
果
た
し
た
等
観
は
、

「
日
本
は
チ
ベ
ッ
ト
に
次
ぐ
仏
教
国
だ
が
、
正

し
く
教
え
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
チ
ベ
ッ
ト
で
修

行
し
て
欲
し
い
」
と
熱
願
す
る
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ

法
王
13
世
の
思
い
に
応
え
、
有
能
な
等
観
は
20

年
か
か
る
と
こ
ろ
を
10
年
で
最
高
学
位
ゲ
シ
ュ

ウ
（
仏
教
博
士
）
の
称
号
を
外
国
人
と
し
て
初

め
て
与
え
ら
れ
た
。
又
、
他
の
修
行
僧
が
法
王

に
謁え

っ
け
ん見

で
き
る
の
は
年
に
一
度
だ
け
だ
っ
た
が
、

等
観
は
い
つ
で
も
会
え
る
篤
い
信
頼
関
係
が
結

ば
れ
て
い
た
。
愈
々
、
等
観
が
帰
国
す
る
に
あ

知
器
の
電
飾
が
赤
に
変
わ
っ
て
ブ
ザ
ー
が
鳴
り
、
当
直
の
看

護
師
さ
ん
が
全
員
部
屋
に
駆
け
込
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
入
院
で
、
体
を
貸
し
て
頂
け
る
喜
び
、
健
康
の
有
難

み
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

こ
の
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
思
案
し
、
ご
恩
報
じ
を
さ
せ
て
頂

い
た
ら
い
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
時
、
本
部
布
教
部
例

会
に
お
け
る
部
長
挨
拶
が
、
「
教
祖
の
教
え
に
は
二
つ
の
柱

が
あ
る
。
そ
れ
は
親
孝
行
と
人
だ
す
け
」
と
の
お
話
で
し
た
。

す
な
わ
ち
、
教
祖
が
望
ま
れ
て
い
た
の
は
何
よ
り
も
お
つ
と

め
で
あ
る
か
ら
、
お
つ
と
め
を
教
え
通
り
つ
と
め
る
こ
と
が

親
孝
行
と
な
る
。
そ
し
て
、
人
だ
す
け
と
は
お
さ
づ
け
の
取

り
次
ぎ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
を
実
行
す
る
こ
と
が
誠
真
実
で

あ
る
と
、
若
い
と
き
に
教
え
て
頂
い
た
と
い
う
お
話
で
し

た
。
こ
の
お
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
、
親
に
喜
ん
で
頂
け
る
道

を
、
誠
真
実
の
心
で
し
っ
か
り
と
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が

ご
恩
報
じ
に
な
る
と
、
改
め
て
思
わ
せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

　

布
教
部
で
は
各
種
研
修
会
、
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、

ど
う
ぞ
一
人
も
多
く
ご
参
加
頂
き
喜
び
の
種
を
得
て
、
親
に

喜
ん
で
頂
く
べ
く
、
自
信
を
持
っ
て
こ
の
道
を
通
ら
せ
て
頂

き
ま
し
ょ
う
。

信
仰
随
想

ほ 

う
　
　   

ら 

く

法
　
楽

　
　

中

田

俊

次

前
岩
手
教
区
長

「
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
と
の
親
交
」

【
８
月
分
】

行 

事 

予 

定

た
り
、
別
れ
を
惜
し
む
法
王
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏

教
の
貴
重
且
つ
膨
大
な
資
料
を
等
観
に
下
付
さ

れ
た
。
驚
嘆
の
他
な
し
。

　

更
に
、
等
観
と
花
巻
と
の
関
わ
り
は
、
貴
重

な
資
料
を
空
襲
な
ど
の
戦
禍
か
ら
守
る
為
、
弟

の
寺
、
花
巻
の
光
徳
寺
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、

現
在
は
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
花
巻
市

博
物
館
に
寄
贈
、
展
示
さ
れ
て
い
る
。
今
年
は

等
観
没
後
50
年
の
節
目
に
あ
た
り
、
改
め
て
多

田
等
観
と
い
う
日
本
人
の
業
績
が
評
価
さ
れ
て

い
る
。

親
孝
行
と
人
だ
す
け

鈴　

木　

眞　

彦

主
事
・
布
教
部
長　
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浩
代
表
社
友
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
や
は
り
『
天

理
時
報
』
の
増
部
が
あ
っ
て
の
手
配
り
ひ
の
き

し
ん
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
、
手
配
り
活
動

と
同
時
に
増
部
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
行
く
こ

と
を
誓
い
合
っ
て
閉
会
し
た
。

　

教
区
青
年
会
で
は
、
７
月
13
、
14
日
の
２
日

間
、
花
巻
分
教
会
な
ど
で
移
動
例
会
を
実
施
、

５
名
が
参
加
し
た
。

　

例
会
で
は
、
相

は
じ
め

澤
元
委
員
長
か
ら
「
移
動
例

会
」
の
目
的
に
つ
い
て
、
支
部
を
訪
ね
て
の
人

材
発
掘
及
び
青
年
会
活
動
の
啓
発
で
あ
る
と
示

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
今
後
の
積
極
的
な
声
か
け

で
活
動
を
推
進
し
て
行
こ
う
と
話
し
合
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
花
巻
分
教
会
の
協
力
の
元
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
行
い
、
例
会
に
初
参
加
の
会
員
と

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。

　

翌
朝
、
教
会
付
近
で
幸
せ
拾
い
を
行
っ
た
。

「
会
員
決
起
の
集
い
」
開
催
報
告
（
７
月
）

14
日(

日)

磐
井
分
134
名
〔
講
師 

平
澤
栄
美
先
生
〕

　

感
話 

菊
田
テ
ル
子(

磐
井) 

鈴
木
奈
美(

氣
仙)

「
会
員
決
起
の
集
い
」
開
催
予
定
（
９
月
）

１
日(

日)

13
時 

教
務
支
庁 

〔
講
師 

山
田
は
る
乃
先
生
〕

　

※
集
い
後
「
女
子
青
年
大
会
団
参
」
応
援
バ
ザ
ー

 

「
夏
の
勉
強
会
」
を
左
記
の
要
項
で
開
催
し

ま
す
。
道
の
後
継
者
育
成
の
上
か
ら
昭
和
55
年

に
始
ま
っ
た
同
勉
強
会
は
、
今
年
で
第
40
回
の

節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
学
習
の
他
に
も
多
彩
な

企
画
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多

く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

記

　

日　

時　

８
月
10
日
（
土
）
14
時
受
付

 

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12
日
（
月
）
13
時
30
分
解
散

　

会　

場　

教
務
支
庁

　

対　

象　

小
学
校
高
学
年
及
び
中
学
生

　

持
ち
物　

宿
題
・
教
科
書
・
参
考
書
・
宿
泊

　
　
　
　
　

に
必
要
な
も
の

　

参
加
費　

２
千
円
（
兄
弟
姉
妹
は
２
人
目
か

　
　
　
　
　

ら
５
百
円
）

　

申　

込　

８
月
８
日
迄
に
教
務
支
庁
に
申
込

　
　
　
　
　

書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
下
さ
い
。

　

問
合
せ　

門
間
道
明 

0
1
9
(
6
4
7
)
1
2
0
1

　

少
年
会
岩

手
教
区
団
は
、

７
月
28
日
か

ら
８
月
１
日

の
日
程
で
、

こ
ど
も
お
ぢ

ば
が
え
り
団

体
を
実
施
し
、

少
年
会
員
20

名
（
内
少
年

ひ
の
き
し
ん

隊
員
13
名
）
、

育
成
係
21
名

(

内
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
６
名
）
、
計
41
名
が
参
加
し
た
。

　

28
日
釜
石
を
始
発
、
盛
岡
、
紫
波
、
一
関
か

ら
参
加
者
が
順
次
乗
車
し
、
お
ぢ
ば
へ
向
け
て

出
発
し
た
。
翌
29
日
朝
、
宿
舎
で
あ
る
城
山
詰

所
に
到
着
。
早
速
神
殿
に
向
か
い
、
無
事
に
お

　　　

去
る
７
月
２
日
、
岩
手
教
区
で
は
教
務
支
庁

を
会
場
に
、
「
『
天
理
時
報
』
手
配
り
ひ
の
き

し
ん
実
務
研
修
会
」
を
開
催
し
、
教
区
役
職
者

は
じ
め
支
部
手
配
り
責
任
者
、
拠
点
長
な
ど
45

人
が
参
加
し
た
。
当
日
は
道
友
社
よ
り
松
下
栄

志
郎
業
務
課
課
長
補
佐
が
来
庁
さ
れ
、
『
天
理

時
報
』
手
配
り
ひ
の
き
し
ん
の
実
務
に
つ
い
て
、

テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
の
質
疑
応

答
で
は
、
日
頃
か

ら
手
配
り
ひ
の
き

し
ん
の
上
で
困
っ

て
い
る
こ
と
、
不

明
瞭
な
こ
と
、
ま

た
要
望
な
ど
が
出

さ
れ
、
回
答
と
意

見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
中
田
祥

青

年

会

　

「
第
40
回
夏
の
勉
強
会
」

　
　
　
　
　
　

【
８
月
10
日
〜
12
日
】

道　

友　

社

道
の
教
職
員
の
集
い

婦 

人 

会

「
『
天
理
時
報
』
手
配
り
ひ
の
き
し
ん

　
　
　
　
　

実
務
研
修
会
」
開
催
報
告

「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
団
体
報
告

少 

年 

会

　

「
移
動
例
会
」
実
施
報
告

連
れ
通
り
い
た
だ
い
た
御
礼
を
込
め
て
参
拝
さ

せ
て
頂
き
、
そ
の
後
、
お
楽
し
み
行
事
を
中
心

に
行
事
会
場
を
ま
わ
っ
た
。

　

鼓
笛
隊
は
、
29
日
夜
の
お
や
さ
と
パ
レ
ー
ド

出
演
。
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
「
大
好
き
な　

お
ぢ
ば

へ
」
を
力
い
っ
ぱ
い
演
奏
し
、
一
年
間
の
練
習

の
成
果
を
親
神
様
、
教
祖
に
ご
覧
い
た
だ
い
た
。

　

な
お
、
少
年
ひ
の
き
し
ん
隊
員
は
、
31
日
に

入
隊
し
、
朝
の
お
つ
と
め
、
お
茶
接
待
、
お
や

さ
と
パ
レ
ー
ド
出
演
な
ど
、
８
月
４
日
最
終
日

ま
で
、
親

里
各
所
で

尊
い
汗
を

流
し
て
く

れ
て
い
る
。

　

沢
山
の

思
い
出
と

温
か
い
親

心
を
い
た

だ
い
た
団

体
は
、
８

月
１
日
無

事
帰
着
し

た
。

平澤先生と感話者

磐井分教会会場


